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研究成果の概要（和文）：本研究は、ものづくりの「作りの手個人の創意工夫」や「伝統的技

術の戦略的継承法」に実践的にアプローチし、その製作と流通の歴史を掘り起こすことによっ
て、「伝統的」とされてきた手工芸品の社会・文化的意義をめぐる従来の視点を大きく変えるこ
とを目的とした。成果としては、南アジアの染織技術の特質について、インド西部やネパール
などの事例から明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：By adopting a practical approach to the "originality and ingenuity 
of individual handicrafters" and the "strategic succession techniques of traditional 
crafts", and  by delving into the history of production and distribution thereof, this 
research is intended to significantly change the historical perspective with regard to the 
“traditional” social and cultural significance of handicrafts. Accordingly, this article 
utilizes case studies from Nepal and West India to offer a clear explanation of the 
characteristics of dyeing and weaving techniques in South Asia. 
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１．研究開始当初の背景 

 

 現在、世界中で手工芸文化の近代化が急速
に進んでいるなか、南アジアの手仕事に対し
ては依然「村落において古来より伝統的に継
承され続けてきた手工芸文化」といったイメ
ージが浸透している。しかし実は、国内外か
らの支援や信仰活動によって支えられてき
たものが多くある。ところが「職人コミュニ

ティの文化人類学的研究」や「手工芸品の流
通」といった研究は蓄積があるものの、「作
り手個人の創意工夫」や「伝統的技術の戦略
的継承法」などを含めた制作技術に関する在
来知識の研究は、軽視されることが多かった。 

 それに対し、報告者はこれまでインド西部
において、牧畜民の手工芸文化について明ら
かにしてきた。牧畜生活において身近な素材
を用いての手工芸制作、また NGO など外部
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手動による手工芸商品製作などを調査し、彼
らの手工芸を取り巻く世界は、ひと・モノ・
情報がそれまでの閾値を越えるような速度
と規模で流動化している様子を明らかにし
てきた。報告者は、このようなインドでの研
究経過の中で、人類の生活様式の中で手工芸
文化の多角的な役割が正当に評価されてい
ないことに気がつき、本研究の着想に至った。 

 

２．研究の目的 

 

 本研究では、インドでの手工芸文化をめぐ
る伝統的形態と現代的展開に注目すること
で、過去 100 年における手工芸文化の変容に
ついて民族芸術学的に把握することを目的
とする。なお、報告者がめざす民族芸術学的
アプローチとは、作り手側の視点に立って、
技術誌的・民族誌的に製作過程を把握し、調
査対象者が造作を行う際に、どこに焦点をあ
て、何を良しとして製作を行い続けているの
か、また、商人や消費者がどこに魅力を感じ
ながら手工芸品を扱っているのかといった
点に特に注目するものである。また、手工芸
品の製作と流通の歴史を掘り起こすことに
よって、「伝統的」とされていた形体が実は
近年になって定着したものであることを明
らかにするなど、手工芸品の社会・文化的意
義をめぐる従来の視点を大きく変えること
を本研究は目的としている。 

 

３．研究の方法 

 

報告者はインドの手工芸に関する学術的
な研究に携わってきたのみならず、自ら染
織技術による造作を行い作品を発表してき
た。この意味においては、理論だけでは把
握できない、現地のものづくりの人間の思
考や行動に実践的にアプローチする感性と
経験を持ち合わせている。地球規模の変動
の波にのまれる製作現場の苦楽に共感でき
るこのような「ハンズオン」な視点での研
究手法が、本研究を極めて独創的なものと
している。そのため、本研究では、理論だけ
では把握できない、現地のものづくりの人間
の思考や行動に実践的にアプローチする方
法を重視する。 

本研究では、村落への住み込み調査と、作
り手や職人へ聞き取りを幅広くおこなう。ま
た、都会での手工芸消費の動向調査なども適
宜おこなった。 
 
４．研究成果 
 
（1） グジャラート州アーメダバード県に

おける女神儀礼用染布の製作現場に
おける「伝統」の継承 
 

 女神儀礼用染布の製作現場では、実際に制
作に従事しながら、手工芸品の素材、道具、
技術の観察をおこなった。そして作業過程に
おける「ものづくりの勘所」、「作り手個人の
創意工夫」の観察分析をおこなった。 
 その結果、手工芸品の「伝統」が、製作者
や販売者の戦略によって選択されながら継
承されている様子が明らかになった。 

 
（2） 都市における「伝統的技術」の消費 
 
 アーメダバード県で製作された女神儀礼
用染布は、デリーやムンバイといった大都市
において、商品として消費されている。とり
わけ、年に 1 度デリーで開催されるインド手
工芸祭は、インド全体の染織品の現状をつか
むのに最適な場所である。 
都市部におけるインタビューおよび参与

観察から、インド手芸祭の組織や運営、イン
ド手工芸領域における染織品の役割や位置
づけ、販売者や購入者の戦略などのインタビ
ューや参与観察をおこなった結果、製作現場
での製作技術と、都市部における「伝統的技
術」へのイメージのずれなどの関しての基礎
的資料を構築した。 
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